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１．開会挨拶
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東京都 デジタルサービス局長 久我 英男



2．前回の振り返り及び今回議事説明

東京都 検討会事務局
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第7回検討会論点

・デジタルツイン上データの活用に資するガイドラインとして検討・整理するべき項目
及び特に重要と考えられる観点

・データの整備・提供・活用に関する法制度面整理へのご意見

論点1 デジタルツインのデータ活用に向けたルール・標準

3

・ベータ版事業中間報告・関連事業全般へのご意見
・ロードマップ第２版更新方針へのご意見
・次年度以降事業へのご意見

論点2 デジタルツイン実現プロジェクト及び関連事業について



第７回検討会の振り返り
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第７回検討会でいただいたご意見を事業において参考とする
第７回論点 検討会委員よりいただいた主なご意見 対応方針

論点１
デジタルツイン
のデータ活用に
向けたルール・
標準

• 都の事業で整備するデータについて、オープンデー
タ化を前提にし、様々な人に利用してもらい、他
データとの連携・他部局とのシェアを考える。（吉
村委員）

• データはビューア上表示以外に、一部を取り出し
て使用可能な形式の提供が必要。（木村委
員）

• ガイドライン整備時には、オープンデータ
化を推奨する旨を記載する。

• ロードマップ内にオープンデータ推進の
取組を位置付ける。

• 文字コードは特別な理由が無い限り「UTF-8」に
統一するべきだと思う。（古橋委員）

• データガイドラインにおいて、文字コード
は「UTF-8」を推奨する方針とする。



第７回検討会の振り返り
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第７回論点 検討会委員よりいただいた主なご意見 対応方針

論点１
デジタルツイン
のデータ活用に
向けたルール・
標準

• 単一のデータのみ考えてメタデータを整備するので
はなく、様々なデータがリンクされるような仕組み
の整備が必要ではないか。（古橋委員）

• メタデータ整備の負荷軽減のために、
共通部分のテンプレート化やパーマネ
ントリンクの活用を検討する。

• メタデータ整備の方法について、まず登録し、間
違いは迅速に修正し、間違いを見つけた人が評
価される仕組みが必要。（古橋委員）

• メタデータ整備に関して、登録の推進、
間違いへのフィードバックに迅速に対応
可能な仕組みを今後検討する。

• ファイル名からある程度メタデータが推測できる構
造化が必要。JMP2.1をベースに必要最低限の
ルールを検討するのが良い。（古橋委員）

• JMP2.1に沿う形でファイル名に関する
ルール整備を検討する。

• デジタルツインでは、データを要素分解して管理す
るためメタデータの整備が重要となる一方、完璧
な整備は困難なので、補完方法の検討が必要。
（瀬戸委員）

• メタデータが欠損している際の補完に
関するガイドラインを今後検討する。

第７回検討会でいただいたご意見を事業において参考とする



第７回検討会の振り返り
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第７回論点 検討会委員よりいただいた主なご意見 対応方針

論点１
デジタルツイン
のデータ活用に
向けたルール・
標準

• 様々な解像度のデータが混在して利用される可
能性を想定し、データセット毎に空間解像度をメ
タデータとして付与し、サービスの信頼性を確保す
る必要がある。（瀬戸委員）

• データの空間解像度を、整備すべきメ
タデータとして含める予定とする。

• 仕様書・手順書等の軽量化に留意すべきである。
（瀬戸委員）

• 仕様書・手順書の整備時には、内容
の理解しやすさや、軽量化、軽量版の
作成等に留意する。

• ガイドラインは、都市局PLATEAUの3Dモデルガ
イドラインと住み分け、相互連携して作成しては。
点群は、静岡県や国土地理院等、複数組織の
連携を見据えたガイドライン作成が必要。（古
橋委員）

• ガイドライン整備時には、既存ガイドラ
イン・先行事例との連携・すり合わせに
留意する。

第７回検討会でいただいたご意見を事業において参考とする



第７回検討会の振り返り
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第７回論点 検討会委員よりいただいた主なご意見 対応方針

論点２
デジタルツイン
実現プロジェク
ト及び関連事
業について

• 活用事例は、最適化問題がほとんどである。最
適化では解けない問題等においては、柔らかい
発想を持つ学生たちを巻き込んだ検討も重要で
あると思う。（吉村委員）

• 教育現場への導入で、ユースケースの幅を広げる
ことが重要である。（吉村委員）

• 教育現場で使う事例もあると良い。頭が柔らかい
子供たちの意見を取り入れることが重要である。
（木村委員）

• デジタルツインの教育分野での活用・
応用における協議において参考とする。

• 区部の点群データについて、ビューア上表示に限
らず実データの公開も検討して欲しい。（古橋委
員）

• 先行取得されるデータの公開方式につ
いて関係者内で検討する。

第７回検討会でいただいたご意見を事業において参考とする



第７回検討会の振り返り
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第７回論点 検討会委員よりいただいた主なご意見 対応方針

論点２
デジタルツイン
実現プロジェク
ト及び関連事
業について

• マニュアル作成のほか、庁内での定期的研修実
施、使い方の習得や活用先検討のきっかけ作り
が必要ではないか。（木村委員）

• デジタルツインの利用拡大には、触る・作る機会
の繰り返し提供が大切である。都職員向けの体
験型研修実施も良いと思う。（瀬戸委員）

• 整備したマニュアル等を基にした研修
資料を作成し、庁内での研修を実施
予定である。

• デジタルツインを実際に利用する体験
型研修の実施を検討する。

• 庁内での取り組み事例があれば、積極的に外部
へ公開することが重要。次回の検討会では、デジ
タルサービス局以外の局の意見を聞いてみたい。
（瀬戸委員）

• 総務局総合防災部より、3D水害シ
ミュレーション事業に関して本検討会で
情報共有を行う。

• リアルタイムのデータ活用は、民間主体の有償提
供が多いと思う。都がデータ整備することで、民間
の動きが圧迫される可能性を考慮して進める必
要があるのではないか。（岩船委員）

• データ整備について、民業圧迫となら
ないよう、都の取り組みと他主体の取り
組みの役割分担について整理・留意
する。

第７回検討会でいただいたご意見を事業において参考とする



第７回検討会の振り返り
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第７回論点 検討会委員よりいただいた主なご意見 対応方針

論点２
デジタルツイン
実現プロジェク
ト及び関連事
業について

• 現在と過去の比較という観点で過去データのオー
プン化は重要。庁内に眠るデータを含め、可能な
限りオープン化していただきたい。（古橋委員）

• 庁内に蓄積された過去データについて
もオープン化の取組を検討する。

• デジタルツイン技術によって既存業務が効率化さ
れたことも重要ではないか。例えば、デジタル化に
よる紙資源削減や職員の労働コスト効果も重要
な視点であると思う。（木村委員）

• デジタルツイン活用の効果の試算の考
え方における効果項目の分類「資産」
において、既存業務効率化を計上済
である。

第７回検討会でいただいたご意見を事業において参考とする



第8回検討会論点

・今後の展開を見据えた今年度事業へのご意見
・ロードマップ第２版（案）への更新内容へのご意見

論点1 今年度事業及びロードマップ第２版（案）について
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・次年度以降事業へのご意見

論点3 次年度以降のデジタルツイン実現プロジェクトについて

・作品へのご意見
・都民参加の3Dデータアーカイブへの期待

論点2 東京都3Dアーカイビングイベント結果について



3．今年度事業説明

東京都 検討会事務局
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項目
2022年 2023年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①コンセプト
整理・要件定義

②詳細設計・
調達及び
環境構築

③データ変換・
格納

④デジタルツイン
基盤試行運用

デジタルツイン基盤の構築
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2023年1月から試行運用開始・庁内フィードバック中

コンセプト整理・要件定義、
開発計画

設計・構築・テスト、手順書作成

データ変換・
格納

対象データ整理・調整

システム
試行運用

2023年1月：
試行運用開始



デジタルツイン実現プロジェクト ベータ版事業
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３つの技術的テーマのベータ版事業について取りまとめを実施



【ベータ版事業01】衛星データを活用した予兆検知高度化検証
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平常時・災害時の衛星データ活用の可能性を検証
検証目的 検証内容

都防災業務における衛星データ等の
利用可能性の検証

① 衛星による不適正盛土の監視可能性の検証
② 山岳道路斜面の変状把握可能性の検証
③ 離島港湾の台風等による被害状況把握出所：JAXA陸域観測技術

衛星2号「だいち2号」
（ALOS-2）
https://www.jaxa.jp/pr
ojects/sat/alos2/
(2022/11/10参照)

（出所） ESA Sentinel-1
https://www.esa.int/ESA_Multimedia/Images
/2013/05/Sentinel-1 (2022/11/10参照)

（出所）SA Sentinel-2 operations
https://www.esa.int/Enabling_Support/Operati
ons/Sentinel-2_operations (2022/11/10参照)

（出所） Synspective
（https://synspective.com/jp/usecase/2021/ldm1/）

土石流災害による変化箇所の解析事例
ピンク：SAR画像を用いた変化箇所解析
青 ：実際の変化箇所

斜面の変状把握イメージ

©JAXA

Photo: ESA

Photo: ESA

任意位置の変動量
（変位量 - 時間）

©Synspective



【ベータ版事業01】衛星データを活用した予兆検知高度化検証

解析結果例

◼ 現地調査、ドローンおよび光学衛星の結果と合わせた
衛星データの活用可能性を確認

◼ 特に不適正盛土の初期段階である森林伐採における
有用性を確認

◼ 降雨によるSAR衛星のデータ品質の低下が確認され、
衛星データ調達時に天候等による選別が必要

◼ SAR衛星データは盛土以外の変化も検出してしまう
ため、ノイズ除去が必要

◼ 監視性能を向上させるためには、光学衛星やドローン
の利用が必要

成 果

留 意 点

Source: Esri, Maxar, Earthstar Geographics, and the GIS User Community

変化箇所
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切盛土以外の変化除去のため、ノイズ除去が必要

盛土の監視可能性の検証



【ベータ版事業01】衛星データを活用した予兆検知高度化検証

解析結果例 成 果

留 意 点

◼ 今回対象としたユースケースでは、衛星データによる
斜面崩壊の予兆把握は不明瞭

◼ 短い時間間隔で発生した現象を、現在のSAR衛星の
観測間隔（ALOS-2の場合、年4回）では捉えること
が困難

◼ 樹木による土地被覆等、地表面の状態変化が年間を
通じて激しいエリアを対象とする場合、より短い時間間
隔で観測しなければ解析が困難

©Mapbox, ©Synspective Inc., original data provided by JAXA

変動量
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山岳道路斜面の変状把握可能性の検証

変状要因や土地被覆変化への対応の為、
短い時間間隔での衛星観測が必要



【ベータ版事業01】衛星データを活用した予兆検知高度化検証

解析結果 成 果

留 意 点

◼ SAR衛星の解析結果からケーソン等の構造物の変状を
確認

◼ 台風等による被害状況把握に活用できる可能性を確認

◼ ケーソン以外の変化も検出しており、監視対象の優先
順位付けが必要

◼ ケーソンの移動方向や移動距離を計測するのは現状の
解析手法では困難

◼ 発災時には迅速な解析結果の取得が必要
◼ 観測のリクエストから解析結果の入手までの具体的な

運用体制の構築が必要
Source: Esri, Maxar, Earthstar Geographics, and the GIS User Community

変化箇所
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離島港湾の台風等による被害状況把握の検証

対象外の変化除去のため、監視対象の優先順位付けが必要



【ベータ版事業01】衛星データを活用した予兆検知高度化検証
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衛星データを庁内業務に活用するため方向性を整理
庁内業務に適用するための留意点 今後の方向性

今後の衛星観測の状況変化を見据え
活用に向けた検討が必要

活
用
に
向
け
た

要
検
討
事
項

◼ 衛星データの平時からの活用
◼ 組織横断での衛星データ/解析結果の共有

（データライセンス等）
◼ 衛星データの特性を踏まえた用途の検討
◼ 持続的な運用体制

技術面・運用面・品質面に関して
様々な留意点を整理

◼ 現状の衛星の観測頻度では、短時間に発生
した現象を衛星で捉えることが困難

技
術
面

◼ 発災時のみの使用は費用面・体制面から現実
的ではない

◼ 発災時には迅速な解析結果の取得が必要
◼ 発生時等、観測依頼から解析結果の入手ま

での具体的な運用体制の構築が必要

運
用
面

得られた課題の一部を抜粋して掲載、詳細は今後公開予定の報告書に記載

◼ 解りやすい解析結果の提供が必要
◼ 衛星データは盛土以外の変化も検出してしまう

ため、ノイズ除去や優先順位付けが必要

品
質
面

◼ 今後、数年程度で衛星の観測頻度が向上
（解析結果の性能やデータ品質が向上）

◼ 衛星データ取得/解析処理時間の短縮
◼ 衛星データへのアクセス性向上

衛
星
観
測
の

状
況
変
化



【ベータ版事業02】地下埋設物の3D化の社会実装に向けた課題整理
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地下デジタルツインの持続的な仕組み・体制について検討
実証目的

地下のデジタルツインの持続的な
整備・運用に向けた仕組み・体制を検討

実証概要

目的達成のため4つの項目を実施

◼ 昨年度は地下埋設物の高精度3Dモデルを構築し、
特定のユースケースでの実用可能性を検証

◼ 今年度は地下埋設物管理の課題を洗い出し地下の
デジタルツインの持続的な仕組み・体制について検討

昨年度構築した地下の3Dモデル

① 地下埋設物管理業務全体の課題整理
② 地下埋設物工事における地上部データの活用検討
③ 持続的な運用体制の検討
④ 社会実装に向けた方向性の検討

②地上部データの活用検討 の実証イメージ

3D Tiles形式

地下3Dモデル

地上3Dモデル

東京都3Dビューア

データ
変換

協議等

デモの実施

点群データ

（LAS形式）



【ベータ版事業02】地下埋設物の3D化の社会実装に向けた課題整理
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業務プロセスと課題の洗い出し

都庁内の地下埋設物管理に関する業務の担当部署に
アンケート・ヒアリングを実施し、業務プロセス・課題を整理

道路工事調整会議

埋設物調査・照会

設計
設計

設計協議

申請
占用許可申請

使用許可申請

施工

施工協議

試掘・立会い

施工

検査

維持管理

アンケート
ヒアリング

業務プロセス（大項目） 主な課題

大量の紙書類の作成
印刷、捺印対応

建設局

水道局

下水道局

関連部局

多数のステークホルダーとの
個別調整・対面協議
（電話、FAX、メール）

図面の精度不足に起因する
手戻り・追加作業の発生

各団体独自のシステム・仕組み
の運用に対する個別対応



国内外の地下インフラDXの政策・技術開発動向を確認し、
東京都としての目指す方向性を検討

【ベータ版事業02】地下埋設物の3D化の社会実装に向けた課題整理
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国交省：PLATEAU 経産省/DADC：3次元空間ID 民間のアプリ開発

3D都市モデルの社会実装を進める
中で地下埋設物等の3Dモデルの

標準仕様の策定を推進

（出所）令和5年度都市局関係予算概算要求概要（https://www.mlit.go.jp/page/content/001498743.pdf）（閲覧日：2022年11月14日）

第2回 3次元空間情報基盤アーキテクチャ検討会 会議資料(URL：https://www.ipa.go.jp/dadc/architecture/pdf/pj_report_3dspatialinfo_doc-appendix_20220304.pdf）（閲覧日：2022年10月5日）

【三菱総研Webセミナー】「地下インフラDXの成功の秘訣」講演資料より一部抜粋

株式会社日立製作所HP（URL：https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/app/social_infra_mnt/subsurface/）（閲覧日：令和4年10月17日）

3次元空間IDのユースケースとして
地下埋設物照会、

建機のMGについて検討

地下インフラDXのための
アプリ・PFの開発が進展



国や民間で検討が進められているプラットフォーム・アプリ等と
連携し地下埋設物管理の高度化・効率化を実現

【ベータ版事業02】地下埋設物の3D化の社会実装に向けた課題整理

22

地下埋設物管理の将来像のイメージ

地下インフラ
共通プラットフォーム

※国の整備を想定

占用事業者

建設事業者

地下インフラDX
アプリケーション

※民間の開発を想定

サービス提供

一元的な申請・閲覧

水道

下水道

電力

ガス

通信

標準仕様に基づく
データ整備

コスト削減

工期短縮

質の向上



◼ 国を中心に検討が進む地下インフラ
共通プラットフォームとの連携

◼ 民間を中心に検討が進む地下インフ
ラDXアプリケーションの活用

【ベータ版事業02】地下埋設物の3D化の社会実装に向けた課題整理

23

地下のデジタルツインは、国・民間の動向をふまえた
プラットフォーム連携・データ蓄積の仕組みの構築が必要
検証を通して得られた課題例 今後の方向性

国や民間との連携に向けて、地下埋
設物管理データの蓄積を継続

国
・
民
間
連
携

◼ 標準仕様等に基づく地下埋設物管理
情報のデータ整備、仕組み構築

特定した課題には関係企業・団体が多
く、東京都単独では対応できない

◼図面の精度不足（埋設位置のズレ、
不明管の存在等）

◼各企業・団体のデータ形式の不統一
（位置精度、測地系等）

技
術
面

デ
ー
タ
整
備

◼各企業・団体独自のシステム・仕組み
の運用

◼データ共有のハードルの高さ（地下埋
設物はトップセキュリティの情報）

運
用
面

得られた課題の一部を抜粋して掲載、詳細は今後公開予定の報告書に記載



【ベータ版事業03】 産学官でのデータ連携に向けた課題検証

24

国・民間・アカデミア等が保有するデータとの試行連携を実施
事業目的 事業成果

多様な主体とのデータ連携における課題を
明らかにし、試行連携を通じて連携が有効
なデータ及びその連携手段を整理・検証

各種主体が保有するデータのユースケース
検討を踏まえてデータ連携の有効性を整理
試行連携を通し連携時の課題検証を実施

本事業にて実施した試行連携の様子

実施事項

全体的な課題整理
データ調査

ユースケースの検討

様々な主体との試行連携 活用方法調査

試行連携で明らかになった課題を整理
連携成果を基に今後の取り組み方針を検討

国・民間・アカデミア連携
ゲームエンジン

活用

産総研：地質地盤図 熊谷組：飯田橋周辺点群

東京海洋大：河川点群 日本気象協会：降水量予測



【ベータ版事業03】 産学官でのデータ連携に向けた課題検証

25

【民間等】 自然災害や経済活動に関連する降水量データと連携
高解像度の降水量予測データ

現在 将来（予測値）

◼ 現在・将来における高解像度な降水量予
測データを3Dビューア上に重畳

◼ APIを通して5分に1回リアルタイムに更新
◼ タイムライン表示による時系列変化可視化

データ提供 ： 気象庁
API提供 ： 日本気象協会

降水量予測データ

河川氾濫・降水見込み予測の精緻化

洪水シミュレーションへの組み込み

◼ 河川氾濫時のオペレーション高度化

◼ 将来予測データを活用し緊急対応が
必要となる都市型の河川増水に対応

水害対策におけるユースケース例

国
・

自
治
体

連携・活用における課題例

◼ 解像度の高いリアルタイムデータは、3D表示に多くの
サーバーリソースが必要

◼ データ生成後の初回読み込み時にタイムラグが発生
し、タイムライン表示の際に描画が途切れる



【ベータ版事業03】 産学官でのデータ連携に向けた課題検証

26

【アカデミア】 東京藝術大学と連携し上野周辺点群を重畳

上野恩賜公園周辺・上野動物園 点群データ

◼ 上野恩賜公園で取得された点群データを3Dビューア上で公開（予定）

データ提供 ： 東京藝術大学 ※点群内の一部地物は削除の上公開予定

上野周辺の広範囲な点群データ 一部を拡大して表示した様子

テスト環境画像テスト環境画像



◼ 多様な主体とのデータ連携を継続実施
◼ 連携によって明らかになった課題を

データガイドラインへフィードバックして、
今後の円滑なデータ連携を実現

【ベータ版事業03】 産学官でのデータ連携に向けた課題検証

27

本年度の連携成果を基に連携拡大・連携深化を継続実施
試行連携を通して得られた課題例 今後の方向性

データ連携先の拡大と関係組織との
連携深化を継続的に実施

連
携
拡
大

連
携
深
化

データ連携・活用、ユースケース創出を継続

◼ 今年度連携した主体との継続協議や
更なる連携の模索

◼ 連携成果を基にした、関係機関との
ユースケース協議を実施

技術面・運用面・品質面に関して、
データ特性に応じた多様な課題を把握

◼ 大規模データ・リアルタイムデータは、重畳用
データへの変換にかかる時間とコストが増大

技
術
面

◼ リアルタイムデータは、重畳用データへの変換が
高頻度となるため、サーバへの負荷軽減の工
夫（データ形式の工夫等）が必要

運
用
面

◼ 複数のデータを重ね合わせる場合、各データ
の解像度に留意すべきであるため、データの解
像度や品質はメタデータへ記述が必要

品
質
面

得られた課題の一部を抜粋して掲載。詳細は今後公開予定の報告書に記載



ロードマップ第２版作成

28

東京都デジタルツイン実現までのロードマップを更新

章 タイトル

1 デジタルツインのコンセプト

2 デジタルツインを通じて目指す姿

3 デジタルツインの構成要素

4 デジタルツインの実現に向けたステップ

5 デジタルツインの整備・運用

6 デジタルツイン整備の費用対効果

ロードマップ初版の構成 第２版（2022年度発行）の更新事項（案）

更新点（案）

■デジタルツインの概念・分類、東京都の取組範囲を追記
■海外事例及びその狙いについて追記

■短期・中長期それぞれの取組方針について追記
■行政データ等のオープン化の意義について追記
■デジタルツインのKPIについて追記

■最新の協議に併せ記載している要素を更新

✓ 東京都として検討を進める、「デジタルツインに関連する
法制度面論点」について追記

✓ デジタルツインの運用モデルを更新
等



主な更新点：2.1 デジタルツインの提供価値

短期的・中長期的ユースケースを想定してデジタルツイン推進

29

短期的ユースケースの実装 中長期的ユースケースの要素整備

（出所）３次元空間情報基盤アーキテクチャの検討 報告書（2023/1/23閲覧）
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/9f4e70e2-
2335-4181-8293-258c12549d31/df4f46e8/20220927_policies_mobility_report_03.pdf

高度なユースケースを想定し
バックキャスト的に必要要素を整備

現時点で実装可能なユースケースを
部局ニーズに併せ検討・整備、実装

（出所）垂直避難可能な建築物の可視化等を踏まえた防災計画検討 | Use Case | PLATEAU （2023/1/23閲覧）
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc20-012/

3D都市モデル活用のユースケース 経済産業省／DADC 自律移動モビリティの検討方針

https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/9f4e70e2-2335-4181-8293-258c12549d31/df4f46e8/20220927_policies_mobility_report_03.pdf
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc20-012/


主な更新点：2.1 デジタルツインの提供価値

30

短期的にはデータ可視化・
3次元地図を用いたシミュレーションによりQOSを向上

災害時の浸水・内水氾濫シミュレーション 都市開発に伴うシミュレーション
（ローカル5Gシミュレーション、地下埋設物確認、太陽光発電シミュレーション等）

3D都市モデルを活用し、まちづくり分野・
エネルギー分野・教育分野等の可視化を実施

都市の浸水状況や地下水などの状況を
センシング・可視化し予兆を把握

※事業内容は一例であり、今後東京都内において実現する事業は別途協議の上検討

（出所）ローカル5G電波シミュレーションを活かした基地局配置計画
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-038/ （閲覧日：2022年2月3日）

（出所）国土交通省 PLATEAU ARを活用した災害リスク可視化ツール
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-026/ （閲覧日：2022年2月2日）

https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-038/
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-026/


主な更新点：2.1 デジタルツインの提供価値

行政データ等の可視化・オープン化によりオープンイノベーションを創出

31（出所）まちづくりのデジタル・トランスフォーメーション実現ビジョン(ver1.0)(概要版) (https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/toshi_daisei_fr_000050.html） (閲覧日：2023年1月16日) 

データをまちづくりにおけるコモンズ（共有財）としてとらえ、
デジタルツイン上におけるデータの可視化とオープンデータ化により

地域コミュニティによるデータの共同管理・運用、イノベーション創発を目指す

参照：国土交通省「まちづくりのデジタル・トランスフォーメーション実現ビジョン(ver1.0)」

（閲覧日：2022年2月2日）

https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/toshi_daisei_fr_000050.html


主な更新点：4.3 付帯要素の整備（関連法令）

32

点群整備・公開、オープンデータ化にあたり２つの論点が存在
東京都としての方針をデータ整備と並行して整理

都市の複製・
二次利用
の観点
（オープン
データ化）

個人情報・
プライバシー
の観点

（整備・公開）

◼ 国の方針を踏まえながら検討
◼ 内閣官房 地理空間情報活用推進室では、知的財産関連（二次利用・
オープンデータ化に係る論点）に関して、令和6年度以降に「地理空間
情報の二次利用促進に関するガイドライン」を改正予定

◼ 国における「地理空間情報の活用における個人情報の取扱いに関する
ガイドライン」（測量成果等編含む）の検討方針を参照し方針を判断

◼ 同ガイドラインによれば、空中写真は個人情報に該当しない旨が示される
→今回取得した航空測量による成果はこちらの基準を援用可能と想定

(但し、MMS等含む新たな測量技術により取得した点群データについては、
令和５年度以降に別途ガイドラインを改正予定）



その他の更新点：1, 2章

東京都が取り組む都市のデジタルツインの位置付けを明確化

33

第1, 2章の更新内容（案）

都市課題解決に対するデジタルツインの活用価値を明確化
都政の政策形成の高度化を実践していく方針を記載

スケールの異なるデジタルツイン コスト削減・都市管理ツールとしての価値



その他の更新点：1, 2章

東京都が取り組む都市のデジタルツインの位置付けを明確化

34

第1, 2章の更新内容（案）

東京都の長期戦略における東京都デジタルツインの位置付け等を踏まえ
プロジェクトのKPIを2030年に向けた3段階のフェーズで設定

東京都の長期戦略アップデートを反映 2030年までのKPIを設定



その他の更新点：3-6章

事業内容及び検討会での協議を踏まえ、構成要素等を更新

35

第3-6章の更新内容（案）

事業内容及び検討会での協議を踏まえ、デジタルツインの構成要素、
運用上の業務フロー、役割分担等を更新

整備・運用するデータガイドラインを整理 デジタルツイン運用の業務フローを整理



臨時委員講演

国土交通省 国土地理院
企画部 地理空間情報企画室 室長
佐藤 壮紀 様

36



点群データ取得・整備事業

既取得点群データ（北東方向からJR八王子駅方面）

37



点群データ取得・整備事業

既取得点群データ（北東方向からJR八王子駅・拡大）

38



点群データ取得・整備事業

既取得点群データ（伊豆大島・波浮港の防波堤）

39

オルソ画像（写真） 点群RGB表示（上面） 点群段彩表示（上面）

点群RGB表示（鳥瞰） 点群段彩表示（鳥瞰）

水中に貫入する
グリーンレーザにより、
水底の地形や構造
物、航行障害物等
を測量



点群データ取得・整備事業

点群データ整備の効果を発信する動画を作成・公開

40



4．今年度関連事業ご紹介

東京都 総務局総合防災部
防災企画調整担当課長 土屋 卓志

41



【総務局】 デジタルツインを活用した水害シミュレーション

42

・近年、全国各地で大規模水害が続発しており、東京においても
このような災害がいつ発生してもおかしくない状況

・一方、東京は浸水家屋が10万戸を超える被害をもたらす
大規模水害は約60年間発生しておらず、このような規模の
実災害への対応経験の蓄積が乏しいことが課題

・災害対応力の向上には、リアルに水害を表現した環境で
訓練を実施することが効果的

⇒東京の地形や建物を忠実に再現したサイバー空間上で、
複合災害も含め、水害をシミュレートできる仕組みを構築

行政機関の防災対応力の向上に資するシミュレーションを
デジタルツイン上で行い、訓練等で活用

開発の経緯

「狩野川台風(1958年)による東京区部の浸水域」
（出典）国立研究開発法人防災科学技術研究所

ホームページ



【総務局】 デジタルツインを活用した水害シミュレーション

43

令和４年度は、防災、河川工学、砂防工学、デジタルの学識経験者、国土交通省関東地方
整備局、都関係局によるワーキンググループにて、シミュレーションの機能等を検討

➢洪水・高潮は「RRIモデル」、土砂災害は「タンクモデル」を活用したシミュレート

浸水のイメージ 土砂災害のイメージ

令和４年度の主な取組

（浸水エリア拡大のイメージ）

（水位と建物のイメージ）

（がけ崩れのイメージ）

（土石流のイメージ）

（土砂災害警戒区域のイメージ）



【総務局】 デジタルツインを活用した水害シミュレーション

44

➢まずは、行政機関の防災対応力の向上に向けて、本シミュレーションは、訓練や計画・
マニュアルの検討に活用できるよう、開発を推進

今後の展開

将来的には、水害からの早期避難の重要性などの理解を深める、都民に対する普及啓発など、
ユースケースの拡大も想定

被害状況や街並み、建物をリアルに表現することにより、住民の不安を過度に煽るなどの懸念

➢用途や場面に応じて、ＬＯＤレベルを敢えて落とすことで、リアリティを低減（？）

➢まずは、行政が主催する防災イベント等で、シミュレーションの条件等を丁寧に説明
しながら活用するなどの対応が必要（？）

実施
予定

■令和５・６年度 開発・テスト(点群データ及び３Ｄ都市モデルの整備状況に応じて開発)
■令和６年度 一部機能で訓練に活用予定

課題



5．討議（１）

45

・今後の展開を見据えた今年度事業へのご意見
・ロードマップ第２版（案）への更新内容へのご意見

論点1 今年度事業及びロードマップ第２版（案）について



6．イベント最終結果説明

東京都 検討会事務局

46



東京都3Dアーカイビングイベント

都民参加での都市のデータ取得・アーカイビングを実践

47

都市の3Dデータを参加型で集めるイベント
「第2回 みんキャプ アワード」と連携

都市の3Dデータをみんなで
取得し地図に掲載する「お祭り」

都民参加3Dデータ取得・アーカイブに注目し
「東京都3Dアーカイビングイベント」実施

■審査員：
瀬戸委員、古橋委員、東京都若井部長

（出所）みんキャプ大賞（https://2021.minc.app/awards）（閲覧日：2022年2月2日）



東京都3Dアーカイビングイベント

43作品から東京都デジタルツイン賞及び次点を選定

48

◼ 「第2回 みんキャプ アワード」全体で225件のエントリーの内、43件が「東京都デジタルツ
イン賞」に応募

◼ 審査基準をもとに審査を実施し、「東京都デジタルツイン賞」及び「次点」を選定

審査基準

１ 作品の活用によって、東京都がより便利で暮らしやすくなることに繋がる将来性やストーリーがあること

① 社会的インパクトの大きさ

② 3Dならではの付加価値

③ 9分野（防災、まちづくり、モビリティ、エネルギー、自然、ウェルネス、教育、働き方、産業）への適合度

２ 作品から触発され、今後自分も3Dデータをキャプチャーしてみたいと他者に影響を与えられること

３ 他のデータと組み合わせて、3D地図の新しい活用や相乗効果が期待できること

「第2回 みんキャプ アワード」授賞式（2月2日開催）にて、受賞作品を発表



東京都3Dアーカイビングイベント
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東京都デジタルツイン賞 受賞作品

新左近川親水公園 / ねっち さん 審査におけるコメント

◼２ヶ月間にわたって丁寧にスキャニングされ
た結果が見事に表現されている。特に橋梁
の立体構造が美しい。

◼住民の方々の憩いの場としての公園が魅
力的に表現されている。

◼非常に完成度が高く、長期に渡る取り組み
が高く評価できる。



東京都3Dアーカイビングイベント
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東京都デジタルツイン賞 次点作品
東京ポートシティ竹芝-テラス/
Atsushi Noguchi さん

審査におけるコメント

◼多層構造の複雑な地物が丁寧にスキャニン
グされていて驚嘆する。
特に建物の外側に付随するアセットとして現
時点でのデジタルツインデータでは細部の
表現が難しいペデストリアンデッキも含めて、
道路を挟んだ反対側のエリアも面的に接続さ
せたことが興味深い。

◼この地域のデジタルツインを補完する上で非
常に質の高いデータだと思う。



7．次年度以降事業方針紹介

東京都 検討会事務局

51※令和5年第１回定例会にて予算案が可決された場合



令和5年度デジタルツイン事業の全体像
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令和5年度はデジタルツインの運用・利用拡大フェーズに移行
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近距離ネットワーク

広域ネットワーク
運用モデル

ルール

・仕様

運用主体

デジタルツインのサービス

データベース・データカタログ

セ
キ
ュ
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ィ

センサー等を用いた
リアルタイムデータ活用の検証
P.54【データ取得】都市のセンシング・

リアルタイムデータ活用

産学官とのデータ連携に
向けた課題の検証

P.55【データ連携】デジタルツインの
新たな価値創出・課題整理

都民による点群取得・自動重
畳による都市モデル更新の検証

P.53【データ更新】都市の3Dデータ
更新の論点整理

データベース

デジタルツイン基盤の
維持・更新

有識者会議の運営

（各局関連事業の実施）



【データ更新】都市の3Dデータ更新の論点整理

都民による「点群データ取得・重畳・更新」実装を進展させるため
3Dマップ更新の課題解決に向けた論点整理を実施
実現に向けた論点整理

都が保有する点群データ 携帯端末で取得する点群データ

クリーニングされたデータの自動重畳
53

現時点
案

3Dマップ更新の将来像の検討

実際に都民が点群を収集しデータ更新する
ことを想定しプロセス整理・課題抽出を実施

本年度までの実証及びベータ版事業の成果
を踏まえて、データ更新の方向性を検討

＋

昨年度
実証成果

【論点整理の観点】

◼ 「都民による3Dマップ更新」機能実装に
向けたユースケース検討及び課題抽出

◼ 「都民による点群データ収集」と「デジタ
ルツイン基盤との接続」に向けたプロセス
検討



リアルタイムデータの試行活用

リアルタイムデータ活用に向けた課題の整理

◼ リアルタイムデータのユースケース検討や
試行活用を通して得られた課題の整理

【データ取得】都市のセンシング・リアルタイムデータ活用
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デジタルツインの将来的なユースケースを踏まえ、
不足するリアルタイムデータの確認、取得・活用を検討

現時点
案

2030年を目標とした「完全なデジタルツイン」の実現に向け、
デジタルツインの対象分野・サービス（９分野）における活用を考慮した

多種多様なセンサーから取得したリアルタイムデータの庁内業務への活用可能性を確認

◼ 都市のデジタルツインを利用した庁内業
務におけるリアルタイムデータ活用を検討

リアルタイムデータの例

（出所：左）国土交通省 PLATEAU VIEW 渋滞マップ（https://www.mlit.go.jp/plateau/）
（閲覧日：2022年2月2日）

（出所：右）エコモット株式会社 システム構成図（https://www.ecomott.co.jp/solution/2646/）
（閲覧日：2022年2月2日）

渋滞データ 地盤変状センシングデータ

https://www.mlit.go.jp/plateau/
https://www.ecomott.co.jp/solution/2646/


デジタルツインのユースケース検討 デジタルツイン上で活用する有望技術の探索

技術探索や関連組織との連携深化に
向けてヒアリングや検討会を実施

【データ連携】デジタルツインの新たな価値創出・課題整理
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様々な主体とのデータ連携を試行することで、
新たなデジタルツインのユースケース創出や課題検証を実施

現時点
案

データ活用方針の整理、関連組織との連携拡大・連携深化により
デジタルツイン上でのデータ連携による価値を拡大

様々な主体とのデータ連携を試行し
データの活用法や連携上の課題を抽出

国・政策連携団体

アカデミア（大学等）

エリアマネジメント団体

民間事業者

※具体的な連携先は検討中

関連先端技術を持つ
アカデミア等へのヒアリング

点群データ庁内利用
促進に向けた検討会



8．討議（２）
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・次年度以降事業へのご意見

論点3 次年度以降のデジタルツイン実現プロジェクトについて

・作品へのご意見
・都民参加の3Dデータアーカイブへの期待

論点2 東京都3Dアーカイビングイベント結果について
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９．今年度総括



関連事業 今後の予定について

TDPF協議会 4WG
(第7回施設系データ集約・

防災データ、第2回エリア連携、
第4回トラスト検討)

2月17日
(金)

既存2WG(防災・施設系)に加え、エリア連携・トラスト検討を含
めた計4WGを同日開催。今年度の活動まとめ及び今後の課題
等の内容について共有を予定

学生向け TOKYO
Startup Seminar

～Dataで未来を切り拓こう～

2月10日
（金）

学生（デジタル、データサイエンスを学ぶ学生等）がスター
トアップや宮坂副知事と交流し、データ活用をテーマに意
見交換を行うイベントをオンライン開催します。参加をご希
望の方は、特設サイトから事前登録してください

TDPFケーススタディ事業
成果報告会

2月20日
(月)

採択事業者からのプロジェクト実証結果や成果・課題等の共有や
有識者によるパネルディスカッションを予定

TDPF協議会
第7回推進会議

3月2日
(木)

TDPF各事業の今年度活動取りまとめに加え、次年度以降の活動
に向けた報告を予定

※日付は現在の予定も含まれます。
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◼ 事務連絡
◼ 情報共有
◼ 自己紹介等、参加者間の交流

デジタルツイン実現プロジェクト Slackチャンネル

参加者コミュニティとしてSlackを活用

関連プロジェクト「東京データプラットフォーム（TDPF）推進会議」にて、
Slackワークスペースを開設

情報共有、意見発信等の場として活用開始

チャンネル
一覧

参加者
◼ 598名（2月6日時点）

TDPF推進会議参加者等

◼ 協議会全体チャンネル
◼ 雑談チャンネル
◼ 各WGチャンネル

➢ 混雑WG
➢ 防災データWG
➢ 施設系データ集約WG

◼ デジタルツイン実現プロジェクト
チャンネル

主な
投稿内容

（投稿イメージ）
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東京都●●局AAA

東京都●●局AAAです。‐‐‐につい
てプレス発表しました。忌憚のない
ご意見をいただきたいです！



STEP①

STEP②

STEP③

◼ 開催後、事務局より送付するメールに添付の
利用ルール・ガイドラインを確認

◼ アンケートフォーム内に、登録者情報を記入

◼ 後日、事務局より送付される、招待メールの
リンクからアカウントを作成し、利用開始

デジタルツイン実現プロジェクト Slackチャンネル

アンケートフォーム内に登録者情報を記入し、申込み可能
是非積極的にご参加ください

東京データプラットフォーム協議会
xxx

「xxxx」
事務局（xxx@xxxxxxxx)

xx年x月x日x:xx

事務局

東

Slackの東京データプラットフォーム協議会に参加する

※画像は全てイメージです
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ConfidentialTokyo Warm Home＆Bizの取組について

HTT＜H減らす・T創る・T蓄める＞をキーワードにキャンペーンを実施中

＜取組紹介サイト＞

中長期的にエネルギーの安定確保につなげる観点から、

取組を強化・加速してまいります
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10．閉会
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東京都 デジタルサービス局長 久我 英男


